
連絡会議（幹事会）

一
二
月
三
日

、
鹿
児
島
港
湾
合

同
庁
舎
二
階
会
議
室
に
お
い
て

、

平
成
一
九
年
度
世
界
遺
産
地
域
連

絡
会
議
幹
事
会
が
開
催
さ
れ

、
九

州
森
林
管
理
局
計
画
課
長

、
自
然

遺
産
保
全
調
整
官

（
局
及
び
保
全

セ
ン
タ
ー

）
が
出
席
し
ま
し
た

。

本
会
議
は
林
野
庁
と
環
境
省
が

交
代
で
事
務
局
を
行
い
開
催
し
て

い
る
も
の
で

、
世
界
遺
産
一
覧
表

に
登
録
さ
れ
た
屋
久
島
の
適
正
な

保
全
管
理
の
推
進
を
図
る
た
め

、

関
係
機
関
相
互
の
連
絡
調
整
を
行

う
世
界
遺
産
地
域
連
絡
会
議
の
運

営
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
開
催

さ
れ
ま
し
た

。

今
回
の
会
合
で
は

、
主
に
屋
久

屋久島西部植生垂直分布調査
（平成１６年度調査）

プロットの階層別植生は、高木層では、全体とし
て植被率が低くなっている。おもな出現樹種は、シ
マサルスベリ・ヤクシマオナガカエデ・エゴノキ・バ
リバリノキで、個体数は少ないがハマセンダン・フカ
ノキ・ヤクシマカラスザンショウも混生する。
亜高木層では、ハドノキが最も多く、ついでモクタ
チバナ・イヌビワ・アオガシの個体数が多い。他に
はヒサカキ・シマサルスベリ・フカノキ・スダジイ・バ
リバリノキが生育する。個体数は少ないが、ミミズ
バイ・ヤマビワ・イスノキなども出現する。

屋

久

島

世

界

遺

産

地

域

連

絡

会

議

幹

事

会

開

催

低木層では、モクタチバナが最も多いがバリバリ
ノキ・ヒサカキ・ハドノキも多い。植被率は約１０％と
低いものの出現種数は多い。(24種）

草本層では、ｶﾂﾓｳｲﾉﾃﾞ・ﾋﾛﾊﾉｺｷﾞﾘｼﾀﾞ･ﾎｳﾋﾞｼﾀﾞ･
ﾍﾂｶｼﾀﾞ･ﾘｭｳﾋﾞﾝﾀｲ・ﾂﾙﾎﾗｺﾞｹなど、シダ植物が多
い。ｼﾏｲｽﾞｾﾝﾘｮｳ･ﾔｸｼﾏｱｼﾞｻｲ･ﾙﾘﾐﾉｷ･ﾌｳﾄｳｶﾂﾞﾗ･
ﾋﾒｱﾘﾄﾞｳｼも個体数が多く植被率が高い。

・国割岳西側斜面（標高200ｍ地点）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す

。
皆
様
方
に
は

常
日
頃
よ
り
当
セ
ン
タ
ー

の
業

務
運
営
に
つ
い
て
特
段
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す

。

さ
て

、
昨
年
は

、
台
風
四
号

に
よ
る
縄
文
杉
の
枝
の
折
損
落

下
に
見
舞
わ
れ

、
二
年
続
い
て

自
然
災
害
を
経
験
す
る
こ
と
と

な
り

、
あ
ら
た
め
て
森
林
保
全

業
務
の
必
要
性
と
難
し
さ
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
た
年
で
あ
り
ま
し

た

。
ま
た

、
行
政
評
価
局
に
よ

る
自
然
遺
産
地
域
を
中
心
と
し

島
世
界
遺
産
地
域
の
管
理
の
課

題
と
対
策
の
方
向
性
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
提
案
さ
れ
議
論
が

な
さ
れ
た

。
お
よ
そ
一
年
ぶ
り

の

会

合

で

あ

っ
た

こ

と

も

あ

り

、
活
発
な
質
問
・
意
見
が
出

さ
れ

、
今
後
の
屋
久
島
世
界
遺

産
地
域
に
お
け
る
保
全
管
理
の

あ
り
方
と
本
会
議
に
向
け
た
各

機
関
が
取
り
組
む
べ
き
内
容
等

を
確
認
し
て
会
議
は
終
了
し
ま

し
た

。

観

察

道

補

修

勉

強

会

と

ゴ

ミ

拾

い

を

実

施

一
二
月
七
日

、
屋
久
島
自
然

休
養
林

（
白
谷
雲
水
峡

）
に
お

い
て

、
観
察
道
補
修
勉
強
会
と

白
谷
小
屋
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を

実
施
し
ま
し
た

。

こ
の
取
り
組
み
は
屋
久
島
森

林
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

、
屋
久

島
観
光
協
会

、
屋
久
島
ガ
イ
ド

連
絡
協
議
会
の
呼
び
か
け
に
よ

り
ガ
イ
ド
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
実
施
し
た
も
の
で

、
当
日

は
屋
久
島
町
商
工
観
光
課

、
屋

ゴミ拾いの様子

全
国
の
海
岸
に
生
育
す
る
多

年
草

。
屋
久
島
で
は

、
海
岸
や

そ
の
近
く
な
ら
ど
こ
で
も
見
ら

れ
る

。
茎
は
地
を
這

っ
て
長
さ

一
㍍
に
な
る

。
葉
は
小
葉
が
八

～

一
二
枚
の
羽
状
複
葉
で
先
端

は
巻
ひ
げ
に
な
る

。
枝
の
つ
け

根
に
赤
紫
色
の
花
が
美
し
い

。

実
は
親
指
ほ
ど
の
さ
や
状
で
黒

褐
色
に
な
る

。

花
期
は
一
～

四
月

意見交換会の様子

久
島
観
光
協
会

、
ガ
イ
ド
連
絡

協
議
会

、
ガ
イ
ド
な
ど
総
勢
二

四
名
が
参
加
し
ま
し
た

。
参
加

者
は
観
察
道
を
敷
石
で
補
修
す

る
箇
所
に
つ
い
て

、
工
事
委
託

者

（
森
和

）
か
ら
現
地
説
明
を

受
け

、
近
く
の
沢
か
ら
敷
石
の

材
料

（
花
崗
岩

）
を
運
び
集
め

整
備
に
汗
を
流
し
ま
し
た

。

ま
た

、
観
察
道
補
修
勉
強
会

終
了
後
は
白
谷
小
屋
周
辺
の
ゴ

ミ

拾

い

を

参

加

者

全

員

で

行

い

、
午
後
か
ら
は
会
場
を
保
全

セ
ン
タ
ー

の
会
議
室
に
移
し
関

係
機
関
や
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
方

と
今
後
の
白
谷
雲
水
峡
な
ど
自

然
休
養
林
の
整
備
や
利
用
者
の

ニ
ー

ズ
等
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
会
を
行
い
勉
強
会
を
終
了
し

ま
し
た

。

屋
久
島
森
林
環
境

保
全
セ
ン
タ
ー

所
長

久
保
田

修

た
自
然
環
境
保
全
に
関
す
る
改

善
措
置
等
も
求
め
ら
れ
た
と
こ

ろ
で
す

。
今
年
は

、
こ
の
こ
と

を
真
摯
に
受
け
止
め

、
業
務
を

進
め
る
に
あ
た

っ
て
は

、
当
セ

ン
タ
ー

の
果
た
す
べ
き
役
割

、

関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど

、
更

に
努
力
し
て
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す

。
こ
れ
か
ら
も
一
層
の
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て

、
新
年
号
の

発
刊
に
際
し
て
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。

ハマエンドウ
（まめ科）

屋久島の植物



石礫充填工

『洋上アルプスNO.１5４号裏面』屋久島森林環境保全センター

展 示 室 コ ー ナ ー

朝日新聞社から提供を受けた「縄文杉の上空からの写真」

古い時代の写真パネル植物や景勝地の写真パネル

屋久島森林環境保全センターでは、朝日新聞社が撮影した縄文杉上空からの写真を提供して頂き
２Ｆ展示室資料等のリニューアルを行いました。また、この他にも昭和20年代から40年代に撮影され
た屋久島の森林・林業の歴史を繙く古い写真パネル、植物や景勝地の四季折々のパネルを展示し
ています。広く一般利用者にもご利用いただけますので、どうぞお気軽にご覧下さい。（ご利用は、
土・日・祝日を除く9:00～17:00）

お 知 ら せ

←岩切れ込み工

洋上アルプスNO.153号に掲
載し、お知らせしました「永田岳
登山道周辺植生回復措置工事」
につきましては、平成19年12月
末日で工事が完了いたしまし
た。工事期間中は利用者の方々
にご不便をおかけしましたが、ご
協力ありがとうございました。


